














































































昭和 46 年度（1971 年）実施　　時代の進展に対応した教育内容の導入（集合・関数・確率など）
日常の事象を数理的にとらえ、筋道を立てて、考え、統合的・発展的に考察し処理する能力
と態度を育てる。
昭和 55 年度（1980 年）実施　　各教科等の目標・内容を中核的事項にしぼる
数量や図形について基礎的な知識と技能を身に付け、日常の事象を数理的にとらえ、筋道を
立てて考え、処理する能力と態度を育てる。




















































































































































親子合わせて 14 匹になります。2 月にはこの 14 匹が 7 組の夫婦となってそれぞれ子を
12 匹ずつ産みます。合わせて 98 匹になります。3 月にはこの 98 匹が 49 組の夫婦となっ









た碁石を 8 個ずつ並べると、端数が 4 個です。
この端数だけ聞いて、端数をあてなさい。
（計算法）
端数 4 × 4 ＋ 1212 という数は「薬師」に関係深い数である。薬師如来は 12 の誓願を立










































1 Ｌますに水が 1 Ｌ入っています。これを 7 ｄＬますと 3 ｄＬますを使って 1 Ｌますに


























④　400 Ｍトラック　直線 80 メートル半円 120 メートルのコーナーで 3 だと 400 ｍの
ところ 389 ｍになる。〈半径＋ 0.3 ｍ〉×π＝ 120 ｍ　πに 3.1416 を入れる。







































































　　問題　　①　三桁の数を 1 つ書いてください。ただし、1 の位と 100 の位は 2 以上あ
けるようにしてください。












（X × 2 ＋ 18）× 2 － 36














































に連続性がある。　・ゾロ目から数字を足して探す。1 ～ 9 まで順に書く。答えを書い
てから、式を考える。　・答えから出してその数字になるものを当なる式というよう
に考えた。　・連続した数字 3 桁とその続きの連続した数字 3 桁をひくとゾロ目になる。
学生の反応は、はじめは戸惑い、試行錯誤で解いていたが、100 の位を順序よく変えてい



































　　　　　954 から 459 をひく　　　　954 － 459 ＝ 495
もとの数に戻る問題
1　1 から 9 までを 1 回ずつ使った数字を考える　　　　　 864197532
2　上の数を入れ替えて一番大きい数を作る　　　　　　　987654321
3　今度は一番小さい数を作る　　　　　　　　　　　　　123456789











タングラムは、三角形大 2、中 1、小 2、　　　 ペントミノは 5 つの正方形を辺に沿ってつ
正方形１、長方形 1 枚計 7 枚で構成され　　　なげた形は、回転・鏡像によって同じにな

















1　    2　    3　    4　    5　    6　    7　    8 　   9
2　    4　    6　    8　   10　   12　   14　   16　   18
3　    6　    9　   12　   15　   18 　  21　   24 　  27
4　    8　   12　   16　   20　   24　   28　   32　   36
5　   10　   15　   20　   25　   30　   35　   40　   45
6　   12　   18　   24　   30　   36　   42　   48　   54
7　   14　   21　   28　   35　   42　   49　   56　   63
8　   16　   24　   32　   40　   48　   56　   64　   72






④　12 のように 4 つの数を取り出し、たすき掛けすると同じ数になる。
　　24
⑤　新しい数を作れる



















































































Study on Devising Teaching Materials  Which the Students Appreciate Pleasure
 to Think through Mathematical Activities
Yumiko  Hashimoto
　The aim of this study is to divise teaching materials which the students appreciate 
pleasure to think through mathematical activities.
　First mathematical activities and mathematical abilities to think were considered.
　Second teaching materials were devised when mathematical problems were given.
　They were classified by the following five points.
（1）Children or students feel close to“Wasan”.
（2）Children can use teaching materials in daily life.
（3）Puzzle components should be included.
（4）Children can find number patterns or feel beauty on geometrical figures.
（5）Children can find mathematical rules by doing mathematical activities.
　Third concrete examples to the above five points were shown and students’
responses to them were given.
　As a conclusion, one of the  students’responses was“thinking is fun”.
　Remaning theme is that children’s responses instead of students’responses should 
be analyzed.
Keywords　mathematical activity, mathematical ability, Wasan, teaching material
（2012年11月15日受領）
浦和大学・浦和大学短期大学部　　　浦和論叢　第48号　2013-236
